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2017 年は「資産形成元年」!? 

2017 年 1 月 17 日(火)に金融庁が NISA/少額投資非課税制度口座の開設数(693 法人分)が 2016 年 9 月末に

約 1049 万口座、買付代金が約 8 兆 8592 億円である事を発表した（*これとは別にジュニア NISA が約 17 万口

座･約 204 億円ある～URL は後述[参考ホームページ])。 (成人)NISA を利用出来る 20 歳以上の人口が約 1 億

509 万人いる事から(*2016 年 7 月 1 日現在、総務省統計～URL は後述[参考ホームページ]）、先の開設数

1049 万口座からして、 日本の成人 10 人に 1 人が NISA を開設している計算だ。 また、2017 年 1 月 18 日(水)

に日本証券業協会が NISA の口座稼働率(主要証券会社 10 社分)が 2016 年 12 月末に 60.2%と、初めて 6 割を

超えた事を発表した(*口座稼働率=開設数に占める買付けされた口座の割合～URL は後述[参考ホームページ]）。 

 

NISA は順調に拡大している様だ。 さらに今後、2018 年 1 月からは積立 NISA が新設され、さらなる NISA の拡

大が期待されている(2016 年 9 月 5 日付日本版 ISA の道 その 155 参照～URL は後述[参考ホームページ])。 

この積立 NISA については、その名前の通り、積立となる。 また、2017 年 1 月からほぼ全ての現役世代が加入

出来る様になった iDeCo/個人型確定拠出年金も積立となる(2016 年 8 月 29 日付日本版 ISA の道 その 154～

URL は後述[参考ホームページ])。 

 

積立と言うと、「個人マネーもじわりと動き始める。 積み立て NISA と iDeCo とい

う 2 つの制度改正が後押しする。 爆発的ではないが証券市場に個人マネーが

流入し、後から振り返れば 17 年が『資産形成元年』だったとなるだろう。 積み立

て型は地域、商品、時間の分散効果で長期的に見れば 100%に近い人が成功体

験を手にできる。成功体験に勝る金融教育はない。」(2017 年 1 月 16 日付日本

経済新聞朝刊～URL は後述[参考ホームページ]) と言う意見もある。 

 

本当に、多様に、かつ、長期的に積立をすれば、リーマン・ショック(2008 年 9 月)

などの様な時でも 100%に近い人が成功体験を手に出来るのだろうか? また、そ

うだとして、実際にどのような投信を選んだら良いのか。 ここでは、ますます拡大

する積立の有効性を、5 年、10 年、15 年、そして、積立 NISA の非課税期間である 20 年で多様に、かつ、長期

的に、検証する 。 

 

2016 年 12 月末時点で積立はいずれも利益をもたらしている 

まず先月末 2016 年 12 月 30 日時点で、これまで 5 年･10 年･15 年･20 年、1 万円を毎月投資し続けた積立の

検証結果である。 投資信託で使われることの多いベンチマークについて見たものであり、次頁グラフの左が時価

で右が損益となっている（*手数料等は無視)。 尚、前回の調査結果(2016 年 9 月末時点)については 2016 年

10 月 24 日付日本版 ISA の道 その 160 を参照の事(URL は後述[参考ホームページ])。 投資期間 5 年･10 年･

15 年･20 年いずれも利益が出ている(*2016 年 9 月末時点では、投資期間 5 年のエマージング株で損失)。  
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2016年12月30日 まで毎月末に10000円ずつ購入した時の 2016年12月30日 まで毎月末に10000円ずつ購入した時の

  現在の 時価　*左から投資期間 5年･10年･15年･20年。    現在の 損益　*左から投資期間 5年･10年･15年･20年。

2016年12月30日現在 2016年12月30日現在

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成)

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成)
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5年 損益 10年 損益 15年 損益 20年 損益

投資期間 ５年･10年･15年・20年

*ベンチマークとはブルームバーグで代表的と思われるものを使用している(以下同じ)。

20年での元本水準

 
 
5 年ではグローバル株（僅差で日本株）のリターンが最も好かった。 10 年でもグローバル株(僅差で米ハイイール

ド債) のリターンが最も好く、15 年では米ハイイールド債(僅差でグローバル REIT)のリターンが最も好かった。 実

際 NISA で投信積立を行っている投資家にグローバル株ファンドが人気であった事から(2017 年 1 月 16 日付日

本版 ISA の道 その 169～URL は後述[参考ホームページ])、現状ではグローバル株投資が有効な投資だったと

言えよう。 また、グラフで目立つのが投資期間 20 年であり、元本 240 万円に対し、特にエマージング債とグロー

バル REIT、次いで、米ハイイールド債が好かった様だ。 

 
2016 年 12 月末時点以外、積立の終了時期を変えて検証する 

ここで積立の終了時期を変え検証する。 積立投資は「出口」、つまり、いつ終わるかがとても重要となる。 積立

は一括投資の様な「投資時期と終了時期の 2 時点での市場次第」と言うリスクは軽減されるものの、「終了時期の

市場次第」と言うリスクがある(*積立期間中に市場価額が上下して平均投資単価が時価を上回るリスクもある)。   

「特に成績が悪かったのは、積み立ての終了時期がリーマン・ショック直後になった区間。 積み立ては後半になる

ほど投資額が膨らむため、投資をやめる時期の相場環境に結果が大きく左右される。｣(2016 年 1 月 4 日付日本

経済新聞電子版～URL は後述[参考ホームページ]) と言う事である。 

 

先述通り、先月末 2016 年 12 月末時点で売却した場合こそ、5 年･10 年･15 年･20 年いずれも利益は出ていたが、

3 カ月前の 2016 年 9 月末では総じて 2016 年 12 月末時点より小さい利益で、先に指摘した通り、エマージング

株では損失だった。 エマージング株は 2015 年の株安で 2016 年は投資期間 5 年・10 年で損失となった。 ただ、

その後の 2016 年初からのエマージング株の上昇で 2016 年 11 月末にようやく利益となったのである。 

 

終了時期の検証をする。 「2016 年 12 月末まで」だけでなく、「2006 年～2015 年の各年末まで」も検証する。 

次頁上段の 5 年のグラフを見ると、グローバル REIT･グローバル株･日本株はリーマン・ショック(2008 年 9 月)後

2008 年末から 2011 年末まで損失が続いている。 ただ 2012 年末に回復、2014 年末にかけ利益が拡大した。 

エマージング債は 2007 年末と 2008 年末で損失、米ハイイールド債は 2008 年末に損失となっている。     
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     毎月末に10000円ずつ5年間購入した時の 時価      毎月末に10000円ずつ5年間購入した時の 損益
*左から2006年～2016年の各年末。　　　 *左から2006年～2016年の各年末。　　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成)
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下記グラフは 10 年である。 上記 5 年に比べ全般的に黒字化している事がわかる。 グローバル REIT とグロー

バル株は、投資期間 5 年では 2008 年末から 2011 年末まで損失だったが、10 年では、2008 年末と 2011 年末

だけで損失である。 エマージング債は 5 年では損失の時もあったが、10 年ではどの時点でも利益となっている。 

グローバル債は 5 年で 2008 年末・2010 年末・2011 年末で損失だったが、10 年では 2011 年末のみ損失となっ

ている。 総じて損失となる年が減り損失額も小さくなっている。 ただ、日本株は 2008 年末から 2012 年末まで損

失であり、前頁の投資期間 5 年より損失年が増えている。  

  

   毎月末に10000円ずつ10年間購入した時の 時価    毎月末に10000円ずつ10年間購入した時の 損益
*左から2006年～2016年の各年末。　　　 *左から2006年～2016年の各年末。　　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成)
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そして投資期間 15 年・20 年となると、10 年と比べてより黒字化が鮮明となる。 いずれの時点でも利益、もしくは、

見えないくらいの損失にとどまる。 この様にリーマン・ショック(2008 年 9 月)の様な相場暴落の中でも、より長期の

積立投資では良好な結果になっている。 

  

   毎月末に10000円ずつ15年間購入した時の 時価    毎月末に10000円ずつ15年間購入した時の 損益
*左から2006年～2016年の各年末。　　　 *左から2006年～2016年の各年末。　　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成)
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年12月31日を100とする
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投資期間 15年

 
 

  

   毎月末に10000円ずつ20年間購入した時の 時価    毎月末に10000円ずつ20年間購入した時の 損益
*左から2006年～2016年の各年末。　　　 *左から2006年～2016年の各年末。　　　

(出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成) (出所: ブルームバーグより三菱UFJ国際投信投資顧問株式会社商品企画部が作成)
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*データの都合上、エマー
ジング債は2013年末まで
の20年間から、グローバ
ルREITと日本株(配当込
み)は2009年末までの20
年間から、エマージング株
は2007年末までの20年間
から。
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ベンチマークによっては 5 年･10 年の積立で損失を被る場合もあったが、15 年･20 年の積立では大半のベンチ

マークで利益となった。 

 

尚、積立投資と共に金融庁がその効果を強調している(資産の)分散投資、バランス型ファンドは、以上の検証の

組み合わせに近い、もしくは、ベンチマーク間の「負の相関」があれば、よりリスクを低めてくれ損失をもっと少なく

出来る可能性もあろう。 

 

以上、冒頭の記事にあった「積み立て型は地域、商品、時間の分散効果で長期的に見れば 100%に近い人が成

功体験を手にできる」は、ここで、多様に、かつ、長期的に検証した結果、概ねその通りであった事がわかった。 

こうした結果を参考にし、ぜひ積立を検討、長期の資産形成の一助にしてほしいものである。 そして、2017 年が

「資産形成元年」となる事、強く期待している。 

 

                                                            以   上 
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